
2018 ＷＢＦ Ｃｈａｍｐｉｏｎｓｈｉｐ “Ｓｅｎｒｉ-Ｓｅｒｉｅｓ”

2018年の掉尾を飾るＷＢＦ千里シリーズは１１月10日、ＷＢＦの聖地‘VEGAボウ

ル曽根’で開催された。

レギュラーステージを圧倒的な成績で勝ち抜いた白木建太郎選手への挑戦権を賭けて

行なわれる予選ラウンド、出場者の欠席が多く、急遽シーズンポイント０だった選手も

特別ルールにより参戦、計５名で行われた。結果、シーズン２位で、関東軍ナンバー２

として、常に白木と共に活躍していた田中宏典選手が挑戦権を獲得した。

続いて，白木VS田中の関東軍両雄対戦となった３勝先取方式のファイナルラウンド

では、田中選手が圧倒的なパワーボウリングを発揮、粘る白木選手を振り切って、初め

ての千里シリーズ制覇を果たした。 【構成：松本誠司】
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藤原 聡 （ワイルドカード特別枠）



2018 ＷＢＦ Ｃｈａｍｐｉｏｎｓｈｉｐ “Ｓｅｎｒｉ-Ｓｅｒｉｅｓ”
●予選ラウンド

予選ラウンド結果

　※　田中選手がファイナルステージ進出

田中選手ワイルドカードからファイナル進出！

関東軍ナンバー２田中宏典選手が、関東軍総裁へ挑戦状をたたきつけた！

今シーズン５冠王達成と圧倒的な成績でレギュラーシリーズを制した白木建太郎選手。

この白木選手への挑戦権を賭け，予選ラウンドは特別ルールで参戦した３名を含む５名

がエントリーし、２ゲーム制の試合が行われた。

第１ゲームでは藤原選手が３ストライク１７０点（素点１４４）がトップ。

続く第２ゲーム、杉原選手が２フレからターキー、松本誠司選手が３フレからター

キーと、強豪選手が波に乗りかけた。しかしマイナス二桁ハンデのプレッシャーか、ス

プリットなどでスコアは伸びきれなかった。一方で関東軍副総裁・田中宏典選手はター

キーこそ無かったものの着実にマークを重ね、フルマーク２０２（素点１９８）で１着。

白木選手への挑戦権を獲得した。

関東軍ナンバー２として、常に白木選手に付き従っていた田中選手であったが、今、

隠し持っていた牙を剥く。



SENRI SERIES 2018      WBF Championship 

◆ファイナルラウンド第 1戦◆ 

田 中 選 手  総 裁 相 手 に 堂 々 勝 利 ！ 

田中選手はダブルスタートと好発進。一方の白木選手は左右に球が散ってスコアメイクにな

らない。田中選手も中盤に３スプリット４連続オープンと伸び悩み、両者は６フレで並んだのだ

が、終盤・田中選手がダブルで復活したのに対し、白木選手は波に乗れないまま終了となっ

た。このゲームで８フレ直前に白木選手が「割れろ!」と呪文を唱えたのに対し、田中選手はスト

ライクという最高の結果で術返しを果たしたのが印象的だった。 

 

◆ファイナルラウンド第 2戦◆ 

白 木 選 手 、 安 定 ス コ ア で 逆 転 に 成 功 ！   

田中選手はターキーと最高の発進。一方の白木選手は、球筋が安定しないものの徐々にフ

ォームが安定してきたか、マークを重ねるようになってきた。 

田中選手は第１ゲーム同様、最高のスタートを切りながら中盤にスプリットやオープンがあり、

じわりじわりと迫る白木選手の追撃を許すことになった。余談だが白木選手はこのゲームでも呪

文を唱え、田中選手の後半唯一のストライクを引き出すこととなった。 

 



SENRI SERIES 2018      WBF Championship 

◆ファイナルラウンド第 3戦◆ 

田 中 選 手 、 ス ト ラ イ ク ラ ッ シ ュ で 王 手 ！ 

第２ゲームで逆転勝利を収めた白木選手は完全復調か、スタートからターキー発進。一方

の田中選手は、スプリットスタートと、明暗はっきり分かれる第３ゲームの始まりであった。 

４フレはともにオープン。ここが潮目だったか、４フレ後は全く逆の展開。白木選手は４フレを

含めオープンが３つ、一方の田中選手は怒涛の４連続ストライク。これで一気に勝負を決まった。 

またまた余談だが、白木選手はこのゲームでも呪文を発動したものの連続ストライクで返され

た。こうなると、もう呪文ではなくエールである。 

 

◆ファイナルラウンド第 4戦◆ 

白 木 力 尽 き 、 田 中 選 手 初 出 場 に し て 初 Ｖ ！ 

ストライク発進の田中選手、課題の中盤でもストライクを重ね、堂々のスコアメイク。一方の白

木選手は、これまでの呪詛返しなのかビッグ４を含む大スプリット渦に巻き込まれ自滅する形と

なった。田中選手は参加４年目にして、千里シリーズ初出場、そして初優勝を果たした。 

 



  

 


